
















































VF2 (ルチル型結晶)では、 c 軸にそって隣り合う 2 つのV2+イオン聞には強い反強磁性的交換相互
作用が働き、単位胞のかどのV2+ と体心のV2+の聞には弱い反強磁性的交換相互作用が働くということ
が知られている。このょっな一次元性の強い磁性体、しかもネール温度以下でラセン状スピン配列が
おきるような系に対して分子場近似のょっな簡単な理論をあてはめようとすると、実験事実と著しく
違った結果がでる。本研究ではグリーン関数理論を使い、適当な近似計算を行なうことによって、ネ
225-
ール温度の算出、ネール温度以下の比熱、垂直帯磁率、ラセン周期の温度変化の計算を行ない、実験
事実と比較しでかなり満足な結果を得た。またスピン波近似も行なって側面的サポートを得た。ネー
ル点以上の計算は満足な結果を与えていない。同様の計算を三次元性のMn02に対して行ない、比較し
た。この種の最初の理論として評価されるものである。
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